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日
本
の
国
土
の
約
二
割
を
占
め
る

国
有
林
野
は
、
森
林
面
積
の
約

三
割
を
占
め
、
そ
の
多
く
は
奥
地
脊せ
き
り
ょ
う梁

山
脈
や
水
源
地
域
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
森
林
は
、
国
土
や
自
然
環
境

の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
公
益
的
機
能
を
担
っ
て
お
り
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
国
有
林
野
事
業
で

は
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
充
分
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
国
有
林
野
の
適
切
か
つ
効
率

的
な
管
理
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
有
林
野
の
六
八
％
を
占
め
る
「
水

土
保
全
林
」
を
目
的
に
よ
り
「
国
土
保

全
タ
イ
プ
」
と
「
水
源
か
ん
養
タ
イ
プ
」

に
細
分
し
、
前
者
の
森
林
で
は
、
土
砂

崩
れ
等
の
山
地
災
害
や
飛
砂
等
の
気
象

災
害
を
防
ぐ
た
め
に
間
伐
等
の
施
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
後
者
で
は
渇
水

や
洪
水
の
緩
和
を
主
な
目
的
と
し
て
、

健
全
な
森
林
を
保
っ
て
い
く
た
め
に

一
〇
〇
年
程
度
の
長
い
周
期
で
の
施
業

や
育
成
複
層
林
施
業
等
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

国
有
林
野
の
二
八
％
を
占
め
る
「
森

林
と
人
と
の
共
生
林
」
を
自
然
環
境
の

維
持
・
保
全
、
遺
伝
資
源
の
保
存
等
を

目
的
と
し
た
「
自
然
維
持
タ
イ
プ
」
と
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
場
の
提
供

や
優
れ
た
景
観
の
維
持
を
目
的
と
し
た

「
森
林
空
間
利
用
タ
イ
プ
」
に
細
分
し
て

い
ま
す
。
福
岡
森
林
管
理
署
で
は
、
地

平
成
二
〇
年
度

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
の
実
施
状
況

国有林野
事業の取組
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公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

国
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
・
快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
森
林
づ
く
り

列状間伐を実施した森林（長野県塩尻市　奈良井国有林）

平成２０年度国有林野の管理経営に関する基本計画の
実施状況を公表しました。
開かれた「国民の森

も り

林」の実現に向けた取組を紹介します。
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催
し
、
路
網
作
設
の
実
演
や
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
治
山
事
業
を
計
画
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
な

ど
の
災
害
に
際
し
、
災
害
直
後
の
初
動

対
応
、
本
格
的
な
災
害
復
旧
対
応
な
ど

に
迅
速
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
玄
海
風

致
探
勝
林
（
通
称
「
さ
つ
き
松
原
」）

を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

地
域
の
方
々
と
共
に
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
二
〇

年
度
は
森
林
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩

道
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

国
有
林
野
の
四
％
を
占
め
る
「
資
源

の
循
環
利
用
林
」
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
に
必
要
な
木
材
を
安
定
的
か
つ

効
率
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
森
林
で
す
。
多
様
で
良
質
な
木
材
を

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
供
給
し
て

い
け
る
よ
う
、
間
伐
等
を
進
め
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
木
材
生
産
の
基
盤
と

な
る
林
道
や
作
業
道
等
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
路
網
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
地
形
に
沿
っ
た
路
線
線
形
に
す
る

こ
と
で
発
生
す
る
土
砂
量
や
構
造
物
の

設
置
数
を
減
少
さ
せ
る
ほ
か
、
現
地
で

発
生
す
る
木
材
や
土
石
を
土
木
資
材
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
縮
減

に
努
め
て
い
ま
す
。
米
代
川
流
域
を
管

轄
す
る
米
代
東
部
森
林
管
理
署
、
同
署

上
小
阿
仁
支
署
及
び
米
代
西
部
森
林
管

理
署
で
は
、
流
域
の
森
林
組
合
や
林
業

事
業
体
を
対
象
に
、
壊
れ
に
く
い
低
コ

ス
ト
な
路
網
整
備
の
現
地
検
討
会
を
開

岩手・宮城内陸地震直後の民有林被害状況の調査への協力
（宮城県栗原市）

伐採した木を丸太にする様子（長野県塩尻市 奈良井国有林） 玄海風致探勝林の遠望（福岡県宗像市 下浜山国有林）

低コスト路網現地検討会
（秋田県鹿角郡小坂町 小滝国有林）
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国
有
林
野
事
業
に
お
い
て
は
、
森
林
環

境
教
育
の
実
践
の
場
と
し
て
国
有
林
野
を

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
整
備
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
学
校
等
と
森
林
管

理
署
等
と
が
協
定
を
結
び
、
国
有
林
の
豊

か
な
森
林
環
境
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

体
験
や
自
然
学
習
を
進
め
て
い
た
だ
く

「
遊ゆ
う

々ゆ
う

の
森
」
の
設
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
二
〇
年
度
は
新
た
に
一
八
箇
所
で
協

定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
ら
森

林
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
い
う
国
民
の
皆

さ
ん
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
国
有
林
野

を
森
林
づ
く
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
提

供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の
設
定
も
進

め
て
い
ま
す
。
カ
ワ
ウ
の
営
巣
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
て
い
る
琵
琶
湖
湖
畔
の
森
林

で
は
、
森
林
管
理
署
と
協
定
を
締
結
し
た

N
P
O
法
人
が
、
森
林
の
再
生
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ

き
木
の
文
化
を
守
る
た
め
、
国
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
に
よ
る
「
木
の
文
化
を
支
え
る

森
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成

二
〇
年
度
に
は
新
た
に
、
全
国
二
〇
箇
所

目
と
な
る
「
首し
ゅ
り
じ
ょ
う
こ
じ

里
城
古
事
の
森
」
を
設
定

し
ま
し
た
。

２8
森
林
環
境
教
育
や
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
等
の
推
進

森
林
と
ふ
れ
あ
い
、学
ぶ
。
人
と
自
然
を
繋
ぐ
国
有
林

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
京
都
議
定

書
に
お
け
る
我
が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
目
標
六
％
の
う
ち
、
一
、三
〇
〇
万
炭
素

ト
ン
を
森
林
に
よ
る
吸
収
量
で
確
保
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
国
有
林
野
事
業
に
お
い
て

も
「
京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
」
な
ど
を

踏
ま
え
、
健
全
な
森
林
の
整
備
・
保
全
や
木

材
利
用
等
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
二
〇
年
度
に
は
、
約
一
一・
四
万

㌶
の
間
伐
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
一
一
箇
所
に
設
置
し
て
い

る
「
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

を
核
に
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や
自
然
再
生

に
取
り
組
む
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
現
地
調
査
や
自
然
再
生
活
動
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
有
林
野
に
多
く
残
さ
れ
て

い
る
原
生
的
な
森
林
生
態
系
や
貴
重
な
動

植
物
が
生
息
、
生
育
す
る
森
林
を
保
護
林
に

設
定
し
、
そ
の
保
全
と
管
理
に
も
努
め
て
い

ま
す
。
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地

域
で
は
、「
保
護
」
と
「
利
用
」
を
調
整
し
、

森
林
生
態
系
へ
の
影
響
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
る
ル
ー
ト
を

限
定
し
、
講
習
を
受
け
た
ガ
イ
ド
の
同
行

な
ど
を
入
林
者
に
義
務
づ
け
る
利
用
ル
ー

ル
を
導
入
し
ま
し
た
。

３8
新
た
な
政
策
課
題
へ
の
率
先
し
た
取
組

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
等
に
向
け
て

ふれあいの森での下刈（滋賀県近江八幡市 伊崎国有林） 

自然再生活動での現地調査（北海道江別市 野幌国有林）

首里城古事の森での植樹（沖縄県国頭郡国頭村 安波国有林） 

小笠原諸島の乾性低木林（東京都小笠原村内国有林）



17 林野　2009.10

双
方
向
の
情
報
受
発
信
に
よ
る

対
話
型
の
取
組

開
か
れ
た
「
国
民
の
森も

り林
」
と
し
て
の
管

理
経
営
に
活
か
す
た
め
、
双
方
向
の
情
報
受

発
信
に
よ
る
対
話
型
の
取
組
を
進
め
て
お
り
、

平
成
二
〇
年
度
に
は「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
」

等
を
開
催
し
、
国
民
の
皆
様
に
幅
広
い
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
〇
年
度
に

行
っ
た
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基

本
計
画
」
の
改
定
に
当
た
っ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

新
し
い
計
画
に
反
映
し
ま
し
た
。

林
産
物
の
持
続
的
か
つ

計
画
的
な
供
給

自
然
環
境
の
保
全
に
十
分
な
配
慮
を

行
い
な
が
ら
、
木
材
等
の
林
産
物
の
持

続
的
か
つ
計
画
的
な
供
給
に
努
め
て
お

り
、
平
成
二
〇
年
度
に
は
七
〇
四
万
立

方
㍍
の
木
材
を
収
穫
し
ま
し
た
。
ま
た
、

間
伐
材
等
の
販
売
に
当
た
っ
て
は
、
集
成

材
・
合
板
工
場
や
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
へ

納
入
し
て
い
る
製
材
工
場
な
ど
、
こ
れ
ま

で
主
と
し
て
外
材
を
利
用
し
て
き
た
大

口
の
需
要
者
に
対
し
て
、
原
材
料
と
な
る

木
材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
「
シ
ス
テ
ム
販

４8
そ
の
ほ
か
の
様
々
な
取
組
に
つ
い
て

生産された間伐材（岡山県津山市） 

国有林モニター会議（岐阜県岐阜市）

売
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
産

材
の
需
要
拡
大
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
多
様
な
森
林
を
有
す
る
国
有

林
野
の
特
性
を
活
か
し
、
民
有
林
か
ら

の
供
給
が
期
待
し
に
く
い
大
径
長
尺
材

や
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
銘
木
の
計
画

的
な
供
給
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
の
振
興
、

住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
に
貢
献

地
域
産
業
の
振
興
、
地
域
材
の
活
性

化
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
等
に
貢
献
す

る
た
め
、
計
画
的
な
木
材
の
供
給
、
事

業
の
民
間
委
託
を
通
じ
た
事
業
体
の
育

成
や
就
労
の
場
の
提
供
、
国
有
林
野
の

貸
付
け
や
売
払
い
、
森
林
空
間
の
総
合

利
用
、
分
収
林
制
度
の
活
用
、
流
域
管

理
シ
ス
テ
ム
の
推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
国
森
林
管
理

局
で
は
、
地
域
材
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
地
域
材
を
用
い

た
木
造
建
築
に
触
れ
る
「
地
域
材
発
見

ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
て
お
り
、
平
成
二
〇

年
度
は
、
地
域
材
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
し
ま
し
た
。

スロープカー用地の貸付け（福岡県北九州市 黒崎山国有林） 「地域材利用促進のためのシンポジウム」の開催（高知県高知市）


